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筑波大学「技術報告」No.２５（２００５）の発刊に寄せて 

 １９８１年１月に創刊された筑波大学技術報告は今回で２５回目の発刊を迎

え、さらに、筑波大学技術職員による技術発表会が４回目を迎えることになり、

ますます発展しているのは大変喜ばしく、まず、関係各位の継続的な努力に対

しまして敬意を表します。

 本冊子は第４回筑波大学技術職員技術発表会での報告論文と筑波大学研究事

業部監修による投稿論文とから構成されています。これらは、本学の技術職員

が多忙な日常業務のなかで創意、工夫をこらした教育、研究支援の結晶を報告

するものです。

近年における学術研究の発達は目覚しく、その教育、研究支援に携わる技術

職員の職務も高度化してより一層のキャリアアップが要求されています。また、

昨年４月に国立大学が法人化され、大学の評価も研究論文などの研究成果中心

から教育や社会貢献などを含めた総合的な評価に移ろうとしており、各大学は

これまで以上に競争力を強化する必要があります。その中で技術職員に対する

期待は益々大きくなっており、日頃の研鑽を積み技術の向上をはかることが求

められています。また、今後はさらに、ひとつの職域にとどまらず、学内、学

外からの様々な要求に応えられる必要に迫られると予想されます。この「技術

報告」はそのために必要な情報の一端が含まれており、多くの人が有効に利用

されることを願っています。

また、本学の技術職員のさらなる向上のため、各方面からの一層のご指導を

いただきたいと考えていますが、本報告がその一つの契機となれば幸いです。

 終わりに、本報告書の刊行にあたり多忙な中で献身的に多大な作業を担当さ

れた実行委員と編集委員の各位に改めて感謝する次第です。

                     ２００５年３月

              筑波大学副学長 油田信一

（研究、産学官連携、社会貢献、国際連携担当）
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(DB) MySQL DB
PHP(PHP:Hypertext Preprocessor)

PHP HTML
MySQL PHP

LAMP(Linux + Apache + 
MySQL + PHP) web+DB

DB

4.1
DB student DB

sotuken

4.1.1

 www3 mysql
sotuken

mysql> create table sotuken( 
    -> id int not null auto_increment, 
    -> bunya varchar(20) not null, 
    -> url   varchar(120) not null, 
    -> thema blob, 
    -> tantou varchar(70) not null, 
    -> gaiyo1 blob, 
    -> ninzu varchar(10) not null, 
    -> sname varchar(20) not null, 
    -> number int not null, 
    -> primary key(id) 
    -> ); 



sotuken 10

10 sotuken

4.1.2

sotuken

mysql>glant select,insert,delete,update on 
-> student.sotuken to sawamu@localhost 
-> identified by '****'; 

4.2
DB(student.sotuken)

<? 
// DB
if(!$con=mysql_connect("localhost","sawamu","****")
){
        echo" ";
        exit; 
}
// DB
if(!mysql_select_db("student",$con)){ 
        echo" ";
        exit; 
}
// INSERT

$sql= "insert into  
sotuken(bunya,url,thema,tantou,gaiyo1, 
               ninzu,sname,number) 
values(¥"$bunya¥",¥"$url¥",               
¥"$thema¥",¥"$tantou¥",¥"$gaiyo1¥",¥"$ninzu¥", 
               ¥"$sname¥",¥"$number¥")"; 
// SQL
if(!$res=mysql_query($sql)){ 
        echo "SQL ";

        exit; 
}
// DB
mysql_close($con);
//
echo " ";
?> 

4.3

DB(student.sotuken)

2005-SOTSUKEN-THEME.txt

mysql> use student; 
mysql> select * from sotuken into outfile 
->"2005-SOTSUKEN-THEME.txt" fields terminated 
->by "¥t";

.
 CGI/perl

CGI
web

LAMP

PostgreSQL 3

MySQL DB
PostgreSQL

.

[1] MySQL
[2] MySQL
[3] PHP4
[4]  URL:http://www.php.gr.jp/ PHP
[5]  URL:http://www.mysql.gr.jp/ MySQL 
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